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事務事業評価資料

事
業
に
要
す
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コ
ス
ト

事業費①

人件費②

総コスト
（①＋②）

0.0人0 千円

事業目的

0 千円

方 向 性

0 千円

H20

(88,163 千円)

従事人員

従事人員 従事人員

[目標設定理由]
教科書に準じた教材として配布するため

県内全児童生徒への副
読本の配布 48万冊

0.0人

平成22年度当初予算額

(84,061 千円)

84,061 千円

従事人員

0.5人

従事人員

平成22年度

施策名

事業名

21年度
見込み

平成21年度当初予算額

(0 千円)

区 分

0.0人

副読本の作成及び県内全児童生徒への副読本の配布

目標の達成度
を示す指標

(0 千円)

H21

実
施
方
針

評
価
結
果

説

明

実施手法の
見直し内容

民間・市町との役割分担

受益と負担の適正化

指標名
20年度
実績

目 標

目標値 年度

100% 22

全児童生徒
への配布

基礎・基本の定着と「個」に応じた教育活動の展開

兵庫県版道徳教育副読本の作成・配布

平成20年度決算額

(0 千円)

所管部局課名

担当者電話番号

4,102 千円

教育委員会事務局 義務教育課

生徒指導係 078-362-3771

事業開始年度

地域の特性を生かした実効性のある道徳教育を推進し、心に響く魅力ある教材を児童生徒に
提供するため、兵庫版道徳教育副読本を作成し、県内の小・中学校の児童生徒に配布

(0 千円)

0 千円

22年度
目標

達成率（％）

100%

88,163 千円 0.5人

H22

有 効 性

効 率 性

・子どもたちの豊かな心を育成するために、「道徳教育の充実」は、県教育委員
会としての重点課題に掲げている。
・現在、道徳時間に使用されている資料は、教科書がない中で多岐にわたってお
り、毎時間資料を作成して授業が行われている現状から教科書に準じた教材が必
要である。

・県教育委員会として教員によりよい教材を提供し、道徳の授業を充実させるこ
とができる。
・学習者である子どもたちに対して、兵庫県として、兵庫ゆかりの人物等にこだ
わり、先人の生き方や考え方に触れ、「兵庫への愛着や、ふるさととのつながり
の大切さ」を伝えることができる。
・子どもたちが家に持ち帰って家族と一緒に学ぶことができる。

・児童生徒への個人配布ではなく、学校備品として管理することにより、次回改
訂時まで原則として増刷は行わないこととし、効率的な事業実施を行う。

必 要 性

・副読本の作成は、県下全小中学校での道徳教育の充実に向け、教科書に代わる
ものとして、県で統一的に作成することから、市町の負担を求めない。

新規 拡充

教科書に準じる教材を配布するものであり、受益者負担はなじまない。これまで
も、国、県や市町教育委員会が作成したものは、副読本、学習資料に限らず、無
償で配布されている。

凍結(休止)

負担割合変更 事務改善

継続 実施手法の見直し

その他ＰＦＩ

延長 終期設定

民間移譲

廃止 縮小 統合

民間委託市町移譲

事業内容
発達段階別に４編を作成し、各編は、①兵庫ゆかりの著名人の
メッセージ ②兵庫ゆかりの道徳の教材の内容で構成


